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島根県幼児教育振興について 

地域教育推進室企画幹  高木 敏光 

幼児教育の重要性といわれた場合に、みなさんはどのようなことを思い浮かべられますでしょうか。 

〇 幼児期に読み書きそろばんと英語などは身に付けさせ、小学校以降の学力を伸ばすために重要である。 

〇 小学校就学までに基本的生活習慣と学習態度をどの子どもにも身に付けさせ学級崩壊を減少させるために 

重要である。 

〇 家庭教育力が低下しているので、保育所や幼稚園などがしっかりしつけをするために重要である。 

以上のような課題意識から幼児教育を重視しなければならないという意見をよく聞きますが、この意

見の根本は「幼児期の遊び」は小学校以降に必要がないものであるという考えがあるかと思います。 

右の２つのグラフ（「園での経験と幼児の

成長に関する調査」平成 28 年８月、ベネッ

セ教育総合研究所）は、幼稚園の子どもの

遊びの姿が、どのような資質・能力の育成

に関連するかを分析したものです。 

これをみると、友達と一緒に考えながら、

熱中して遊ぶなどの遊び込む経験の多い子

どもは、協調性やがんばる力といった、学

びに向かう力がより多く身に付いているこ

とがわかります。また、協同的な経験が多い

子どもは、文字や数に関わる関心などを含

めた資質・能力が身に付いていることがわ

かります。 

幼児期の遊びは、生活そのもので、小学校

以降の知識・理解や思考力・判断力・表現力

ばかりではなく、学びに向かう力も総合的

に育成される「学びの基礎」であり、より質

の高い教育をすれば、身に付く資質・能力は

一層幅広く、深いものとなっていくことが

わかります。 

また、ほかの研究（「幼児期から小学４年生の家庭教育調査・縦断調査」平成 28年９月、ベネッセ教育

総合研究所）では、３歳までに基本的生活習慣が身に付いている子どもは、その後、学びに向かう力や言

葉や文字への関心などがより身に付いており、小学校以降の学習態度などに影響を与えているという結

果もあります。 

幼児期の遊びは、小学校以降の学習ばかりではなく人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼稚園や

保育所の教職員などは、子ども一人一人の実態に応じた教育・保育を行っています。しかし、始めに記載

したような幼児教育の考え方があれば、子どもの育ちと学びの発達の促進は望めないこととなります。 

そうしたことを踏まえ、島根県の幼児期の教育において「いきいきと周りの『ひと・もの・こと』と関わり

ながら遊び育つ子ども」の育成をめざすために、県民をはじめ保護者、地域、幼児教育施設、小学校、市町

村、県の役割分担を明確にして、それぞれが連携をとりながら取り組んでいけるよう、「島根県幼児教育振興

プログラム」を策定しました。是非お読みいただき、幼児教育へのご理解とご協力をお願いします。 
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全国学力・学習状況調査の活用方法について 

１ 全国学力・学習状況調査の活用 

令和２年６月９日付け事務連絡においてお知らせしましたとおり、令和２年度全国学力・学

習状況調査（以下、「全国調査」）の問題冊子は、７月 13日（月）～15 日（水）に文部科学省よ

り各学校へ配送されます。一部島しょ部については、７月 17 日（金）までに配送されます。 

この全国調査の問題は、全ての学校、児童生徒に対して、学習指導要領の理念・目標等に基

づき、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力等を具体的に示すメッセージを盛り込

んで作成されているものです。 

各学校におかれましては、令和２年４月 10 日付け島教指第 59 号で送付しました「令和２年

度各教科等の指導の重点」にある島根県学力調査の結果からみられる課題と今後の指導のポイ

ント等を参考にしながら日々指導をされていることと思います。（EIOS にも掲載しています。） 

全国調査を有効に活用し、児童生徒一人一人にしっかりと力を付けていただきますようお願

いします。 

活用事例として、以下の取組も考えられます。 

【県学力調査の課題が改善できたかを確認するために．．．】 

  □授業中に時間を設定し、調査問題として取り組む 

  □授業で学習する内容に対応した問題を取りあげて取り組む（小６・中３以外での活用） 

  □長期休業中等の家庭学習の課題として活用する 

【学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を確認し授業改善にいかすために．．．】  

 □夏季休業中等の校内研修を活用し、調査問題を分析して求められる力を分析する 

  □児童生徒の解答状況から、各学校や児童生徒一人一人の強み・弱みを分析する 

２ 県学力調査の振り返り 

昨年度の島根県学力調査の結果からみられた課題等について振り返ってみましょう。 

複数の文章や多様な資料

から情報を読み取ることに

課題！ 

６年生「プラスチックご

み」、「日本の季節」の問題

です。 



取り出した情報を根拠に

自分が伝えたいことを書く

ことに課題！ 

島根県の森林資源の問題

です。 

考えを形成し、深めること

ができる指導過程を工夫す

る！ 

根拠をもとに自分の考

えを伝える学習活動を設

定する！ 



問題の解き方や理由を説

明することに課題！ 

世帯数と平均世帯人数の

問題です。

数量の関係を図から読

み取ったり、自分の考えを

説明したりする活動を充

実させる！ 

数量の関係や法則を式で

表したり、グラフから関数

の式を求めたりすることに

課題！ 

数の規則性の問題です。 



３ 終わりに 

 今後、文部科学省から「活用資料」や「問題活用の参考資料」も配付される予定となってお

ります。県教育委員会としましても、参考資料等を活用した学習内容についてお示ししていく

こととしております。全国調査を有効に活用し、児童生徒一人一人にしっかりと力を付けてい

ただきますようお願いします。 

島根の子どもたちが、島根に育ち学んだ自信を胸に、自らの人生と未来を切り拓くことがで

きるよう、「生きる力」を付ける必要があります。そのために、県内全ての学校において、今学

んでいることと地域や社会とのつながりが実感できる授業を展開し、一つ一つの知識がつなが

り、「わかった！」「おもしろい！」と子どもたちが感じられる授業に改善していきましょう。

数量やその関係を文字を

使った式で表したり、問題

解決の方法を式やグラフを

用いて説明する活動を充実

させる！ 


